
９

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

�

�

�

�

�

�

◎
特
選　

＊
共
選

◎
雪
催
ふ
空
の 
遠
所 
薄
明
か
り
天
城
の
山
ぞ
雲
に
浮
か
べ
る　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　
　

糺

と
ほ
ど

（
評
）
葉
山
か
ら
海
の
向
う
に
冬
の
天
城
山
が
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
っ
か
り
と
構
築
さ

れ
た
伝
統
的
自
然
詠
で
あ
り
、
大
き
な
景
を
捉
え
た
格
調
あ
る
一
首
で
す
。

　

兒
童
館
の 
籬 
に
耀
ふ
真
白
な
る
白
粉
花
に
遠
き
香
の
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

裕
子

ま
が
き

　

好
み
ね
し
柿
の
季
来
て
み
ま
か
り
し
姑
に
供
ふ
る
甘
き
を
告
げ
て　
　
　
　
　

中
川　

弘
子

　

富
士
仰
ぐ
終
の
住
家
の
菊
を
切
る
陶
淵
明
の
心
思
ひ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤
と
み
子

　

洞
窟
の
壁
・
天
井
に
彫
ら
れ
た
る
佛
像
を
追
ふ
鑞
燭
さ
さ
げ
て　
　
　
　
　
　

米
田　

宮
子

　

奥
入
瀬
を
流
る
る
水
は
生
け
る
ご
と
大
倒
木
の
下
潜
り
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　

柳
沢　

千
雪

　

夕
暮
れ
の
台
風
一
過
の
空
高
く
鳶
の
一
群
れ
舞
上
る
を
見
る　
　
　
　
　
　
　

小
峰　

春
光

　

折
に
ふ
れ
忘
れ
た
筈
の
胸
の
傷
空
を
仰
げ
ば
う
ろ
こ
雲
行
く　
　
　
　
　
　
　

長
島　
　

芳

　

ガ
ザ
ニ
ア
の
四
文
字
さ
へ
も
な
か
な
か
に
覚
え
が
た
か
り
時
世
の
花
の
名　
　

金
井　

比
佐

　

白
亜
紀
の
蟻
が
ひ
そ
め
り
鈍
色
の
あ
が
く
姿
か
琥
珀
の
内
部　
　
　
　
　
　
　

多
羅　

空
竹

　

時
告
ぐ
る
か
ら
く
り
人
形
秋
の
暮　

石
川　

光
子

◎＊（
評
）「
秋
の
暮
」
は
夕
暮
で
、「
暮
の
秋
」
は
晩
秋

の
こ
と
で
あ
る
。
昔
か
ら
詩
歌
に 
詠 
わ
れ
て

う
た

い
る
よ
う
に
、
秋
の
夕
暮
は
風
情
が
あ
る
。

市
街
地
な
ど
で
よ
く
見
掛
け
る
時
計
だ
が
、

か
わ
い
い
人
形
の 
躍  
動 
が
お
も
し
ろ
い
。
句

や
く 
ど
う

材
と
し
て
の
着 
眼

    
ち
ゃ
く
が
ん

・ 
着
想 
が
秋
の
暮
に
ふ
さ

ち
ゃ
く
そ
う

わ
し
い
。

　

摺
り
足
の
足
袋
生
き
て
を
り
能
舞
台

近
藤　
　

糺

（
評
）
能
舞
台
に
て
シ
テ
の
演
ず
る
足
の
動
作
を
よ

く
観
察
し
て
具
体
的
に
捉
え
い
て
る
。「
足

袋
」
の
作
品
で
は
ユ
ニ
ー
ク
で
中
七
音
の
表

現
が
巧
み
で
あ
る
。

　

晩
秋
や
ゆ
ふ
べ
の
鐘
の
遠
き
よ
り　

熊
谷　

晃
門

　

ひ
と
り
ご
と
ひ
と
り
う
な
づ
く
秋
の
暮新

井
か
ね
子

　

小
春
日
や
幼
児
が 
駆 
け
る
草
の
原　

米
倉　

久
恵

か

＊
わ
っ
と
来
て
わ
っ
と
立
ち
行
く
渡
り
鳥伊

藤　

青
嵐

　

細
滝
の
落
つ
る
岩
影
冬
も
み
ぢ　
　

石
井
冨
貴
子

俳　

句　
　

沼
田
葉
櫻
子　

選

短　

歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

保
子　

選

俳　

句　
　

淺
井　

一
志　

選

◎
病
人
に
風
呂
許
さ
れ
て
鵙
日
和　
　

安
藤
と
み
子

（
評
）
風
呂
許
さ
れ
て
と
い
う
表
現
の
裏
に
は
、
病

気
が
長
期
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
思
わ
せ

ま
す
。
短
け
れ
ば
、
許
さ
れ
る
と
い
う
思
い

は
浮
か
ば
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　

と
も
か
く
日
和
も
よ
く
、
鵙
の
よ
く
鳴
く
日

で
あ
る
の
は
、
自
祝
の
思
い
も
込
め
て
一
句

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

＊
わ
っ
と
来
て
わ
っ
と
立
ち
行
く
渡
り
鳥伊

藤　

青
嵐

（
評
）
中
継
地
と
し
て
の
役
割
な
の
か
、
来
た
か
な

と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
去
っ
て
い
っ
た
と
言
う

の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
光
景
は
よ
く
あ
る

こ
と
だ
が
、
素
直
に
表
現
さ
れ
て
ま
と
ま
っ

て
い
る
と
言
え
ま
す
。
句
作
に
は
、
こ
う
し

た
素
直
さ
が
大
事
で
は
な
い
か
。

　

寂
聴
の
法
話
楽
し
き
夜
長
か
な　
　

川
崎　

虎
康

　

枝
豆
や
分
厚
き
主
婦
の
た
な
ご
こ
ろ

熊
本　

京
子

　

度
忘
れ
の
多
く
な
り
た
る
冬
帽
子　

近
藤　
　

糺

＊
時
告
ぐ
る
か
ら
く
り
人
形
秋
の
暮　

石
川　

光
子

　

次
々
に
寄
せ
る
白
波
光
る
冬　
　
　

石
井
冨
貴
子

第５３回

　締切は、毎月３日（消印有効）。はがき１枚に、
一人３首か３句まで（当季雑詠）、住所、氏名、電
話番号を書いて、企画課「葉山歌壇俳壇係」まで

う
「
フ
ァ
ニ
ー
・
ビ
ー
ン
ズ
・
キ
ッ
ズ
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
」
の
試
み
が
そ
れ
。

ち
ょ
っ
と
堅
苦
し
い
名
前
で
す
が
、�
愉
快

な
お
豆
さ
ん
た
ち
（
子
ど
も
）
の
創
作
活
動
�

と
い
っ
た
意
味
で
す
。

　

こ
ち
ら
の
活
動
は
定
期
的
で
、
毎
月
隔
週

の
日
曜
日
に
、
町
内
の
貸
し
教
室
で
定
例
会

を
開
催
。
毎
回
、
幼
児
か
ら
中
学
生
く
ら
い

ま
で
十
人
前
後
の
子
ど
も
た
ち
が
集
い
、
絵

を
描
い
た
り
、
造
型
遊
び
を
し
た
り
、
の
び

の
び
と
表
現
活
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

時
に
は
教
室
を
飛
び
出
し
、
近
く
の
海
や

山
で
思
い
っ
き
り
遊
ぶ
こ
と
も
。「
キ
ッ
ズ
・

ク
ラ
ブ
は
、
子
ど
も
の
自
由
な
発
想
や
表
現

を
大
切
に
し
た
い
の
で
、
押
し
つ
け
や
強
制

は
一
切
し
ま
せ
ん
」
と
指
導
員
の
森
田
千
春

さ
ん
。
活
動
を
も
っ
と
盛
ん
に
し
て
、
ク
ラ

ブ
が
葉
山
の
子
ど
も
た
ち
の
�
創
作
と
交
流

の
広
場
�
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

葉
山
子
育
て
ク
ラ
ブ

　

発
達
に
ば
ら
つ
き
の
あ
る
子
を
持
つ
親
た

ち
が
手
を
つ
な
ぎ
、
と
も
に
助
け
合
い
な
が

ら
、
楽
し
く
子
育
て
を
実
践
し
て
い
こ
う
。

そ
ん
な
願
い
か
ら
、
三
年
前
に
小
さ
な
会
が

産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
が
葉
山
子
育
て

ク
ラ
ブ
で
す
。

　
「
ク
ラ
ブ
と
い
う
よ
り
、
肩
の
こ
ら
な
い

子
育
て
サ
ロ
ン
。
親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
あ
る
い
は
日
頃
の
悩
み
を
聞
い
て
も

ら
っ
た
り
、
勉
強
会
を
開
い
た
り
…
。
子
育

て
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
Ｏ
Ｋ
、
と
い

う
の
が
こ
の
会
な
ん
で
す
」
と
、
運
営
委
員

を
務
め
る
ホ
ー
ル
史
津
子
さ
ん
。

　

活
動
は
不
定
期
で
す
が
、
バ
ス
や
電
車
で

行
く
春
の
遠
足
、
夏
の
農
業
体
験
、
秋
の
ハ

イ
キ
ン
グ
、
冬
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
、
四

季
折
々
に
楽
し
い
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
春
、
新
し
い
活
動
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

絵
画
や
造
型
遊
び
、
音
楽
な
ど
様
々
な
自

己
表
現
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
潜

在
能
力
や
可
能
性
を
大
き
く
伸
ば
そ
う
と
い



広
報
は
や
ま

月
号

１２

１０

顔�顔�

でんごんばん�

◆旧東伏見宮別邸サロンコンサート
　旧宮家の別邸での恒例のワイン＆ティー付
きサロン・コンサート。今回はシュトス弦楽
４重奏団によるベートーベンの弦楽４重奏曲
全曲演奏シリーズ最終回です。１２月４日（土）
１３時３０分開場　１４時開演　イエズス孝女会修
道院内。前売り３，０００円　当日３，５００円　□問 �
�８７６－２２３３杉浦

◆遺言・相続問題無料相談会
　親族間の財産をめぐるトラブル予防のため
に、皆様からの相談をお受けします。　１２月
５日（日）　１３時３０分～１５時３０分　逗子アリー
ナ　□問 �８７２－６６５８岸部宏一事務所（県行政書
士鎌倉支部）

◆ノンシュガーとおやつと
　絵本の読み聞かせの会
　お子さんと一緒に自然の甘みを生かしたお
やつを作りませんか。あとは、わらべうたや
絵本でたのしいひとときを過しましょう。１２
月９日（木）２～４才児・１４日（火）０～２才児
１０時～１２時　新井宅　会費１，０００円　□問 �８７６
－３２４８新井

◆公開講座　三浦半島の歴史
　「開国から、明治、大正」石井昭先生の講
演会を開催致します。１２月９日（木）　一色小
学校新館　１３時３０分～３時　３００円　□問 �８７８
－７３２３宮田（葉山町文化財研究会）

◆葉山工芸美術展
　１２月１０日（金）・１１日（土）・１２日（日）１０時～
１６時　葉山の旧家　最上家別邸（葉山町一色
１９４０）バス停「葉山」下車　□問 �８７５－７６６４葉
山工芸家集団事務局

◆定例ボランティア活動
　１２月１１日（土）９時３０分から　老人ホーム
「葉山清寿苑」対象　どなたでも　□問 �８７５－
６７３４大熊（ボランティア連絡協議会）

◆葉山郵便局　年末年始アルバイト募集
　葉山郵便局では年末年始の短期間アルバイ
トを募集しています。１２月１５日（水）～１月７
日（金）頃まで（１日３～６時間程度勤務）内
務（高校生）７２０円（一般）７４０円、外務８４０円
（交通費も規程により支給あり）申込み後面
接あり□問 �８７５－１６０１葉山郵便局総務課

◆葉山町インディアカ大会（後期）
　参加チーム募集
　１２月１９日（日）９時～１６時　一色小学校体育
館　小学５年以上（４人１チーム）１チーム
１，０００円　ミックスの部（男子２人以内の出
場）、ジュニアの部（中学生以下）。スポーツ
のできる服装と体育館履きをご用意くださ
い。１２月１０日（金）締切　□問 ��８７５－６４１５高
橋

◆看護技術実技演習
　基礎看護技術～点滴静脈内注射・採血・筋
肉内注射　１月２６日（水）１０時～１６時　県ナー
スセンター研修室　県内在住の看護職者　
２，０００円　往復ハガキに１月開催看護技術実
技演習・住所・氏名・年齢・電話番号・所持
免許・就労状況を書いて１月７日（金）必着　

□問 �０４５－２６３－２１０１県ナースセンター（横浜
市中区富士見町３―１）

◆京急バス「ふれあいパス」
　京急バスでは京急バス全線（高速バス・空
港連絡バスなど一部を除く）が６ヶ月乗り放
題の「ふれあいパス」を発売中。対象は７０歳
以上の人（有効期間中に７０歳になる人含む）。
２０，０００円　有効期間１７年１月１日～１７年６月
３０日　締切平成１７年１月３１日　年齢が確認で
きる書類の写し・証明写真を１枚もって　□問 
�８７３－５５１１逗子営業所または８３６－０８３６衣笠
営業所

◆親子で空手をはじめませんか
　毎週日曜日　１８時～　逗子市青少年会館　
学生、一般の人を募集。　事前連絡不要、運動
ができる服装で直接どうぞ　会費１家族
２，０００円　□問 �８７２－４８６７（１９時～）三富（逗
子無限流会）

◆大正琴をごいっしょに
　心身の活性化と癒しをはかり、生きがいを
もちませんか。初心、経験者不問。毎月２回
集まり、希望により施設、地域行事に参加し
習ったことを生かします。見学歓迎。□問 �

８７５－５０２８中溝・８７８－７９３４佐々木

◆中越地震義援金　托鉢（たくはつ）
　１２月３日（金）１２時～　鐙摺～真名瀬　□問 �
８７５－０２２９光徳寺（葉山佛教会）

　掲載を希望するときには、掲載したい月の前月
３日正午までに、企画課（�内線３３３）へお電話く
ださい。営利目的のもの、宗教・政治色の強いも
のは掲載できません。

　人権相談や各種啓発活動
で活躍されている人権擁護
委員の鈴木照子さんが再任
され、１０月１５日（金）に横浜
地方法務局横須賀支局長か
ら法務大臣名の委嘱状を伝
達されました。期間は１０月
１日から３年間です。

平等で差別のない社会をめざして

　１０月２９日（金）葉山町
国際交流協会が主催す
る「オーストラリアワ
インセミナー」が行わ
れ、色、香り、味を比
較しながら楽しい時間
を過しました。

ワインセミナー開催ふるさとひろば

　１０月１７日（日）晴天のな
か、葉山ふるさとひろば
が開催されました。庁舎
周辺は大勢の人でごった
がえしていました。



１１

お
知
ら
せ

窓口業務　年末は　１２月２８日（火）まで　しています

窓口業務　年始は１月４日（火）から始めます

■町の施設は主に、１２月２９日（水）～１月３日（月）の間、お休みします。

　役場の開庁時間は８時３０分～１７時です。年末は窓口が大変混雑します。お早めに起こしください。

■ごみ収集・クリーンセンター業務は、１２月３１日（金）～１月３日（月）の間、お休みします。

　上記期間以外は、通常業務です。なお、クリーンセンター業務は、１２月２９日（水）・３０日（木）は大変混雑

します。早めの持ち込みにご協力ください。

　年末の持ち込みは、１２月３０日（木）１６時までです。（粗大ごみは、１５時３０分まで）年始は、１月４日（火）９

時からです。

　問合せ　クリーンセンター　�８７６－１１５３

■空缶回収機は、１２月２８日（火）１５時～１月４日（月）１０時まで利用できません。

　問合せ　環境課　�内線２２３

■し尿くみ取り・浄化槽の清掃は、１２月３０日（木）まで行います。

　年内作業を希望する人は、し尿くみ取りは１２月１７日（金）、浄化槽の清掃は１２月１０日（金）までに、下記委

託業者まで申し込んでください。申込み状況によっては、ご希望に添えない場合があります。

　委託業者

　　木古庭・堀内・長柄………葉山興業　�８７５－０６４３

　　上山口・下山口・一色……葉山衛生社　�８７５－３０７５

■年末年始の急患診療は、逗葉医療地域センターで

　逗葉地域医療センターは、年末年始も内科・外科・小児科・歯科などの急患を診療しています。

　問合せ　逗葉地域医療センター　�８７３－７７５２　　葉山町消防署　�８７６－０１１９

■諸証明等の宅配サービス

　年末は、１２月２８日（火）１７時までします。１２月２７日（月）１５時までに予約してください。年明け１月４日

（火）希望するときは、１２月２８日（火）１５時までに予約してください。

　問合せ　町民課　�内線２１１・２１２・２１５　　税務課　�内線２５１～２５６

葉山警察署からのお知らせ　　　　　　　　 �876－0110

年末年始特別警戒始まる
　１２月１日（水）から１月３日（月）まで

３４日間、「年末年始特別警戒」を実施し

ます。

　この時期は、強盗事件や路上強盗等

の街頭犯罪を始めとする各種犯罪が予

想されます。

　警察では、『年末年始を安全に』をス

ローガンに予防警戒活動を強化します。

一人ひとりが防犯意識を持ち、犯罪の

被害に遭わないよう十分注意して、明

るい笑顔で新年を迎えましょう。

年末の交通安全防止運動の実施について

期間　１２月１１日（土）～１２月２０日（月）の１０日間

スローガン　『無事故で年末　笑顔で新年』

　警察では、この期間中、次のことを重点に安全運動を実施します。

●飲酒運転の追放

●歩行者と自転車の交通事故防止

●シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底


